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第14期 生を送るにあたって

第14期 生の皆さん、卒業おめでとう〃

一般教青から始まって
、基礎医学、そして臨床医学教

育に至る長い期間の学習努力が報いられ、今、学士学位

記を手にされた皆さん、そしてやさしい慈愛のまなざし

で見守ってこられたご父兄の皆様のお気持ちに思いを馳

せるにつけ、私自身も萬感の想いまさに胸に迫るものが

あります。この想いは只単に私一人にとどまらず、教青

に当られた全教官に共通 した感慨でもあります。

とくに第14期 生の皆さんからは、「卒業証書授与式」

という冒葉にかわって、「学士学位記授与式」にかわった

意味合いを十分にかみしめて頂きたいと思います。

このことは単なる字句の変更ではないのです。大学審

議会の答申に基づ く改革の一つであって、今、日本の大

学をとりまく環境が国際性を身につけることが殊の外強

く望まれていることは周知のところでありますが、その

国際化に対処した措置であることに第14期 生の皆さん

は思いを新たにして頂きたいのです。

さいはての地にある医科大学を卒業してもその気宇を

一層壮大にして
、国際性豊かな医学者になって頂きたい

という国家社会の心からなる願望の表現なのです。

医学者の素地として要求されるものは積極的な国際性

につけ加えて、豊かな人間性であります。

患者さんの痛みを、人の痛みを我が痛みととらえるこ

とのできる医療人に是非なってほしいということです。

常にその手のひらのぬくもりが病める人達に伝わって

いくような対応ができる医師になってほしいのです。

皆さんの目の前におられる患者さんは、不幸にして病

を得て来院される結果になってはいるものの、人生を生

き抜く見識や学識、人生経験については若い皆さんより

はるかにその年輪を重ねておられる人生の先達ばかりな

のです。

医師という職業が社会のなかで 「存在価値」があるの

は、ただ単に診断や治療の技術がす ぐれているからでは

ないのです。

高い倫理性に裏づけされた 「医の心J.「 医の原点Jに

立脚しているが故にこそ信頼され、尊敬されるのです。

くりかえしますが、医の原点はあくまでも単なる技術

学長 清 水 哲 也

のみでなく、医の心、患者さんの捕みを我が痛みとして

とらえられ、息者さんをいたわってあげる心に滴ち滴ち

ていること、自己を犠牲にしてでも悪者さんの幸せのた

めに尽くすことのできる職業であるが故に、'プロフェッ

ショナルフリーダムということを声高に主張しうるので

す。

自由には強烈な責任感を常に伴うことは、今、私があ

らためて申し上げるまでもないところです。

医師の貴任としてもう一つ片時も忘れてならないこと

は,「生涯学習」です。

医師程、「生涯学習」に徹しなければならない職業は他

にはないでしょう。

ことはただちに人命にかかわるが故に当然といえぱ当

然でありましょう。

人生とは、生涯 「重荷」を背負いて歩 くが如しという

「たとえ」がありますが
、医師という天職こそまさに「生

涯学習」ないしは 「生涯研修Jを 旨とするが故に杜会的

にも存在感があるのです。

逆にいえぱ 「生涯学習Jの 精神を失った医師は、病め

る人達や社会から、一瞬にして僧順を失う厳しい立場に

立たされるのです。

個々の症状に眼を奪われてしまった、単なる技術中心

の浅薄な職業人ではな く、その病を荷っている患者さん

の全体像を豊かな感性と、そして鋭い洞察力をもって把

握できる心やさしい医師になってほしいのです。

心豊かな医師とは、換言すれば教えを乞うたその遭の

先達への畏敬の念きわめて篤 く、また後輩に対しては、

六月のそよ風にも似た、さわやかさをもって損しうる人

のことでもあります。

皆さん、今日という日は 「こと」のおわりではなく、

まさにもって 「こと」のはじまりであります。一 日一日

を大切にして、健康に留意されご活躍ください。
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第14期 卒業生を送るにあたって

1罐鐸鱗座教授)小 川 秀 道

14期生の諸君、ご卒業おめでとう。

医学を志し、良き医師、良き研究者にならんことを目

指して学んだ6年 聞は諸君にとって決して平坦な遭のり

ではなかったであろうが、それだけにここに卒業の春を

迎えられてその喜びもまたひとしおであろう。心からお

祝い申し上げる。

同時にこれまで経済的にも精神的にも陰ひなたなく援

助を続けてこられたご家族や、君達の成長、目的達成に心

を砕き、直接的、間接的に支援されてきた多くの方々がお

られることを忘れてはならない。その感謝の気持を是非こ

れからの社会活動を通して世の人々に還元して貰いたい。

さて、大学ことに医科大学の卒業はひとつの区切りであっ

て決してゴールではない。間もなく訪れる国家試験をクリ

アさえすれば、知的専門職としての医師行為が始まる。ま

さに医師としての人生のスター トポイントである。

今こそここで入学前から希望し、入学後培われた良き医

師像を反錫しこれに到達すべ く決意を新たにして頂きた

い。

良医として社会的責任を全うする上に必要な基礎的条

項は諸君も十分に認識しておられることと思うが、ヒポク

ラテスと並び世界の二大医聖の1人 であるガレンは、既に

2,000年 も前に「最高の診療は医師と患者の飾限りない信頼"

と"深い愛情"に よって築かれる」と述べている。昨今、単に

医学知識の伝達、医療技術の行使に走りがちな医師への苦

言ともとれるが、本来愛情から派生するところの労 り、思

いやりは医の原点であり医人の持つべき心でもある。これ

を全うせんがための医学的知識の蓄積、高度医療技術の習

得であり、医学的研究の推進もそのためにあるといってよい。

これらを踏まえて諸君は今その緒に着こうとしている。

医育機関に携わる者の1人 として大いに期待もし、また

これからが楽しみでもある。

さてここからは、これから医師あるいは医学研究者と

して研錨の第一歩を踏み出す諸君に2、3の 心掛けを伝

z.は なむけの首葉に換えさせて頂 く。

1.諸 君はこの6年 間の修学課程を終え、断片的かも知

れないがそれぞれの領域における現時点での最高水準の

医学知識と医療技術の概要を学びとったことになる。しか

し医学の進歩はまさに日進月歩であり,3年 、5年後には

その水準も大きく変貌することを考えておかなくてはな

らない。十年一昔と言われるが学問の世界では一年一昔と

考えねばならない。生涯教育が叫ばれる現今であるが、今

日直ちにこのことを念頭に置き研鐙に励んで頂きたい。科

学者としての素養の第一歩は断えることなき好奇心と言

われるが、医学の領域でも異なるものではない。諸領域に

目を配りそれらに精通することは容易なことではない。し

かし知らざるを恥 じず、知らんと欲せざるを恥ずの心掛け

は是非持ち続けて貰いたいと願うものである。

2.諸 君の多くは卒業後医学の中でも細分化された各専

門分野に進み、それぞれの部門において研究あるいは研修

を開始することになる。各領域における専門医の養成は、

医育機関あるいは研修施設の持つべき機能であり、はっき

りした目的の一つにもなっているが、過度の専門分化は研

究面ではともかく、医療の面では必ずしも得策ではない。

これからは各専門医を目指す諸君が、それぞれの専門技術

をどのように生かすか、効率的な生かし方をするにはどの

ようにすべきであるかを考えながら診療に当って頂きた

い。かつてそれぞれが、木を見て森を見ずの喩えで表現さ

れかねなかった各専門医による診療を、できることならそ

の幾面かずつでもmultidisciplinaryなapproachが とれ

ないものかと念じている。

3.今 やわが国は経済大国となり、ODA政 策にもみ

られるように、世界に貢献しなければならない立場にあ

る。医学の世界でも、かつて欧米先進諸国から教育援助

を受け、医療技術も輸人が主体であった時代から、逆に

途上国への教育指導や技術援助を求められる時代に変っ

ている。交通手段が発達したこともあり国際間の交流が

極めて頻繁になされ、国際学会や国際シンポジウムの開

催も目白押しである。今後は早くから国際人としての感

覚を身につけ、国内と同等に国際社会で貢献し活躍でき

る医師になって欲しいと願っている。

4.今 後諸君が医師としてまた社会人として活動する場

合、予想だにしない数多くの人々と接 し係りを持つことに

なるが、中でも大切なのは信頼でき頼りになる朋友であろう。

この場合、最も身近かなところで接した期間も長く、か

つ分野は多少異なるにしても同じ医学を志 して共に学ん

だ同期生が最も頼りになることは古今を問わず間違いな

い。かつて同期の桜などと首って謳われたように、同期生

の間柄には比類なき良さがある。そしてこの交友関係は5

年過ぎ、10年経って年を取ればとる程、親密となりその絆

も堅 くなるもので、これは不思議でもある。現段階ではこ

の関係を理解 しえないかも知れないが、ともあれ諸君は旭

川医科大学の14期 同期生同志なのである。お互い切瑳琢磨

し、時に励まし合い、協力し合って世界にasば たき、大いに

人生を謹歌して頂きたい。ご活躍を祈る。
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第6学 年 碓 井 正

かぐらおかの原稿 を引き

受けたはいいが、締切 りま

で早一 日を残すのみとなり

何を書いたらいいのか、例

年の諸先輩方の文を参考に

しようと見ていると、一つ

は六年間を回想的につづっ

たもの、もう一つは六年間のクラブ活動などに打ち込ん

だ活動集の様なものとの二つに分けられると思った。

そこで私は例年の方々とは少し異なる内容について書

きたいと考え、思いつくままに筆を進めたいと思う。

「少年老いやすく、学なり難し」とは孔子の言葉である

が、六年間は本当に瞬く間にすぎ去ってしまった気がす

る。我々は医学という学問のほんの入門部を終えようと

しているだけで前途には広大な開拓された、或いは未開

の知の森が広がっている。前者を知るということは、こ

れから先も日々勉強をおしまず推進して行くことであn,

後者を開拓して行 くということは日頃、疑問に思ってい

ることを追究して行 くことであり、医をどういう型であ

れ学ぶものとしては、何か一つでも良いから自分の力で

未知の分野を切り開き先鞭をつけたいと考えるのは当然

のことであろう。私は実際に臨床医学の一部門を専攻す

るに当たって、これらの事を忘れず従事 していきたいと

思っている。

また以前、ある先生が新約聖書の中のルカ伝の金持ち

と貧乏なラザロのたとえ話をしてくださった。これはい

い話だと思い心に残っているのであるが、私もこの話の

中でたとえられているこのような人間的医療が出来るよ

う常に心に留めて行きたいと思っている。近年の日本も

百才の双子のおばあちゃんがTV出 演する様な世の中に

なり、これからの我々にとっては、医療 という現場で求

められているものも変化 し増してくると思われ、責任と

いう面でも重くなることが考えられる。しかし、医学に

たずさわる者として、これから先 も勉強にはげむことを

おしまず、医療について考えていけたらすてきではない

かと思う次第である。

以上の様に卒業を迎えてというよりは、今後の抱負の

様なものを書いてしまった。

しかしながら卒業という一つの人生の区切りを迎え、

これからは余り区切りのない年齢を迎えていく前に、こ

れから先の一つの目標を掲げておくのも卒業には悪くな

いことであろうと思う。

最後に六年間お世話になった先生方、そして同級生の

方々、本当にありがとう、大変感謝しています。これか

らもお互いに、がんばりましょう。
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六年間という時間の中で

大学 に 人 ・・,て一・番 大 きな変 化 は 、・

た,1そ れ よ では'家族 と一緒 の せ いか 、rl分 白身 に向 け た

注 意 とい うの は それ は ど 多 くな か 一った 様 に思 う。Lか し

・人でい る時 間 が 長 くな る と 、いや で も自分 と 貞正面 か

ら向 きあ うよ うに な り、 私の 知 らない 私 か次 々 と現 れ て

驚 か され た。 例 えば 、そ れ まで は何 か を観 て感 動 か大 き

くて も泣 く様 な事 は なか っ た,そ れ が ・人 でTVを 観 て

いる時 に 、は ・っと気 か つ くとハ ラハ ラ と涙 を流 して いた

り、 スポ ツの 中継 を観 て 一人で叫 ん でい るの た、,初め

て泣 いた時 は驚 きのあ ま りLば ら く呆然 として しま った。

これ を最 初 として 、思 って いた よ りもず っ と感 情的 であ

る 自分 をxuる の だが 、 この他 に もず い ぶ ん と自分 の本 音

をみつ け て きた 、,初め は とま ど う事 も多か った か 、 その

うちそん な 自分 と一 つ 一 つぶ つ か りなか ら も納 得 しなが

ら次 へ進 む様 に な っ た.今 では 、 これ までの 中で 、最 も

第6学 年 梅 津 暁 子

今・か ら何 与月か 前に6年

間 を振 返 っ た時 、 あ っ とい

う問 であ った と思 ってい た、

しかL卒 業 ま でわ ずか な時

問 を残 した 今 、実 は とて も

長 い6年 「昌1では な か った か

と思 い始 め て い る。

・人で暮 した事 だ ・,

自分 に素 直 で忠 実 で あ ったの は この6年 間 だ った か もし

れ な い とさえ思 って い る。

自分 自身 とつ きあ う時 間 か 多か った 反 画 、様 々 な 人達

ヒの 交流 も 多か ・・,た。 クラ スの 中で 、部 活 動 で 、学 外 で 、

年齢 もkJ.hか ら中 高生 まで 、 国籍 も様 々 と、 こ う して

r,;る とそ の範 囲 が 広 か った 事 に 自分 も驚 く,,こ れ だけ

広 い範1川 とい う事 は 、 その ぶ ん 私 との ギャ ップが 大 き い

こ とに なる わ け で 、そ の 中 では#;q:い の思 いか 行 き違 い 、

うま くゆ か ず にlflし ん だ 事 もあ ・・ノた。 け れ ど 、そ ん な時

は いつ も 、相rか 譲'、て くれ た り、第 三 苫が 救 ・って くれ

た り して問題 は解 決 した。 わ が ま ま な私 は何 もせ ず に 、

た た感 謝 す る だけ だ'・、た、LかLそ の 後 、か え'って 交流

か 深 ま った りす るか ら、 人間 関係 は 不 思議 で あ り、 お も

しろ い と思 う。6年 間 の 中 で出 会 っ た 人達 のお か げ で 、

私 は どん な に成 長 させ て もら った こ とだ ろ っ。

大学 生liiの 思 い出 は 、 その ほ とん どが 誰か との思 い 出

であ る,、そ う して振 返 っ てみ る と、お きた事 が 次 か ら次

へ と甦'って きて 、本 当 にfi年 間 でず いぶ ん とた くさんの

事か あ った ものだ と思 う、、や は りfi年 間 は 長 い時 間 で は

なか っ たか と思 うの た 。け れ ど、長 くて も全 てが 私 の時

間 と して大 切 な の であ る、,その 中の どの一一一瞬 か 欠 け て も

今の私 はな い 。

この6年 間 の 中で 起 きた出 来 寮 、そ して 出 会 って きた

入達 、全 て を大 切に 胸 に残 して卒 業 して い きたい と思 う.

6年 間 、 本 当 にあ りか とう 二ざい まLた 。

卒業にあたって

.い

蹴

第6学 年 柳 川 伸 幸

昭和61年4月 入学以 米 、

数 多の く先 輩 方 を送 り出L

て きて 、い ざ今度 は 自分 自

身 か 送 り出 され る 番で あ る

こ とをふ と我 にか えっ て 考

えてみ る と、 手離 しで喜 べ

ない 複雑 な 心境 であ る。 自

分 の/:rI'f:ifiが 本当に 有 意義 な もの であ ったの か 、確 認

す る意味 を も禽め て6年 間 を振 り返 ・,てみ た い,

入学 当初 は 、 大学 に 入学 で きた とい う安堵 感 と受 験 勉

強か らの 開放 感 とで 、時 の 流れ るま ま無 為 な時 間 を過 ご

Lて い た よ うな気 かす る。学 生の 本分 は;f.で あ る こ と

は分 か ヲてい て も、 目先 の もの に とらわ れ て 、進 級試 験

に通 りさえ すれ は い い と安 易 な試験 勉 強 で2年 生 に進 級

Lて しま った よ うな気 が す る.そ ん な一 般教 育 も、 も う

終 盤 に さ しかか ろ う として い たあ る 日の こ と、私 に とっ

て 人生 の 転機(?)と も言 え る2つ の 大 きな出 来事 か は

とん ど時 を同 じく して起 こ 一・・たの で あ る。

一つ は哲 学 の岡 川教授 の 「医 師 にな ろ うとす る者が 医学

のみ に精通 して も、他 の学 問 にあ ま り関心 を持 た ない こ と

程 、寂 しい ものは ない。」とい うお言 菓であ る。医学 部に 入 っ

て、なぜ それ 以外 の勉 強 をせね ば な らな いのか と思 って い

た私 に とっ て、医 帥 の あ り方 とい う もの を啓示 して ドさっ

たあ りか たい お 首 榮iであ る と感謝 して い る,,も う一 つ は 、

私 か生 物 学 の実 習 書 をたび た び 注意 され た のに 返却Lな

か っ た時 の事 で ある 、、後 日、生物7に それ を返 却 に行

くと、美il『教 授か い らっ しゃ って 、「約 束 を守れ な い者 が 医

師 に な ろ う とす るな ど以 ての 外 だ1、そん な気 持 で 医師 に

なろ う とす る こ とは 許 され な い 、一 とい うお 言葉 で'ある。

この時 ほ と、留 午 を覚悟 した時 は なか った 、,

これ ら 二教授 のおnN、 お 叱 りの お 蔭 で 、 それ まで怠

惰 で怠 慢 で あ った 自分 が 、少 しは更 生 す る事 が で き、 ま

た 、医学 生 と して 、医 師に な ろ う とす る者 と して 、 そ の

厳 し さや 医 師 と して の 人格 養 成 の ため の き・一ノか け を作 ・っ

て ドさった 事 に 対 して 感謝 に堪 え な い。

そ の 後は 、 基礎 や 臨 床の 勉 強 にか か わ らず 、十 分 とは

z.な いか 、 先 の事 を 見据 えた 勉強 、物 事 の 考 え 方か で

き るよ うに な っ た と思 う。 学 業のみ な らず 、 クラブ 活動

(弓 道 部に6年 問 在籍)に お い て も、 人間 の縦 の つ な が

りや 横 のつ な が り、集 団 を動 か す事 の 難 し さ、良 き先輩 、

後 輩達 との 出 会 いや 学 外の 方 々(特 に ご 老人 〉 と4)交 流

の 楽 し さ、大 会 で皆 の努 力が 実 っ て賞 を戴 くこ との喜 び

を味 わ う事 が で き、 私 は幸 せ だ っ た と思 うLI

最 後 に学 問 の修 得 、 人間 性 に お い て まだ ま だ 未熟 では

あ るが 、 この様 なす は ら しい教 育 の場 を与 え て下 さ'った

諸 先生 、職 貝のh々 、 いつ も 力に な っ て くれ た両 親 に対

して 深 く感 謝 した い,、
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退 官 に あ た っ て
法 医学36年 間の思 い出

法医学講座教授 石 橋 宏

Hi和;i1に 北/:r):医 学 教 室 に研 究 生 として 人 ・・'てか ら

争年 まで36年 が経 過 した.旭 川 に きたの が昭 和50年 なの

で'、3(i年開 の うち17年 は 旭 川医 大で.過ご した こ とに な る..

法 医学 教 室 に 入 る前 の5年 間 は 礼幌 医 大 び)産婦 人科学

教 室 で臨 床 の 勉強 を し てい た、,

法 医学 を 專攻 す る よ うに な った動 機rAか なけ れば な

らな い と思 うが 、私 が 産 婦 人科 医 として 道 内の 或 る病 院

に 出 張 してい た時 に強 姦 事件 の 被 害者 の 診断 書 を書 いた

こ とが あ..・たD大 腿 内側 に 爪 でで'きた と.7ら れ る三 日

月型 の 表皮 剥 脱 が あ ・.・た の で、 成傷 器は 人間の 爪 と判断

し 、その 旨 を診断 書 に 記載 した.と こ ろが 、 それ がfJi'Y9

とな り法 廷 に 証 人 と しで 召喚 され た、、被 告側 の 弁 護 入か

ら 現 場 は 鎌 で{lfら れ た熊 笹 が 生 え てい た ので 、そ の 切

口が 被害 苫の 大腿 に 接 触す れ ば 八間の 爪 の よ うな 形 の創

傷 が て1きま.trんか 」 と質問 され た、、それ もそ うだ と思 い

「で きる」と答 え た
。す る と弁 護 八はす か さず「貴 与が 八、問

のlrkとLた 理 由 をの べ て ドさい」と追 打 ちをか け て きた

法 医学 では 成傷 器 を具体 的 な 名称 で表 現 しない の か 原

則 で あ るが 、 当時 の 私 は そ うい うこ と も知 らず 、強 姦に

対 す る義 憤 で 診断 書 を書 い た よ うに 記憶 して い る.そ の

後 は す.っか りあが ってLま い 、 し どろ も どろの 答弁 を繰

り返L、 黒 ヒ詫.'て い た 筈 なの に 白 と言 ・.2てい る 自分に

気 付 きなが らそ の軌 道 を修1ドす る ことが で きず 、言 菓 に

炎 廿な い屈 辱 を受 け て退'廷 した 、

眉1で 法 廷 に証 八 と して 立 ・.・た場 合.堂 々L答 弁 で き

る よ うに な らな けれ ば ヒ思 い 、法 医学 を少 し勉 強 して で、

う ・度臨 床 に 戻 る積 り で法医 学 教 室 に 入 った 、 これ は 弁

護 人 を;r,めた 裁 判所 に 対 冨4ーる私憤 をは らす ため とい コた

もの て'ド{↑曼で1きる もの で1はない 、1

法 医学 教 室 に 入っ てか ら2年 く らい経 った頃 、道 南 の

IIIJで母 親 と娘 が:i人 組 の 強 盗に 殺 害 され る 事件 か 起 こ…,

た1.娘 の膣 内 容 検 査 を行'・)たと ころ精 液 か 認め られ 、 そ

のdu.液 死qはAB型 で あ ・った.1娘 の 血 液 型はOFII!な の で 、

犯 人はAB型 とい うこ とに な るが 、 強 姦 を 自供 し てい る

男1よBPI;u'であ り、 教授 か ら本 当にAB型 か と間 わ れ 、検

盛 を繰 り返Lた かや は りAB型 と出 る、.f可とな く割 り切

れ ない 想 い を抱 い て いた が 、 公判 中 に もう ・入の 男が強

姦 を 自供L、 そ のd[i液 型 はAnnで あ 一,た、 膣 内にBh7と

A型 の精 液 かie(ILて い た たダ)AB型 と判 定 され た こL

に な る.最 近 では精 液 のDNAを 判定 す る こ ヒに よ・.'て犯

人、を圏r～ヒす る/ii);力弓采られ て い るか 、du液 型 の判 定 も重

要 な決 めrで あ る 二とに は 変わ りは な い 、

、
}

この こ とは 若い 私 に非常 に 有益 な教 訓 を与 えて くれ た,、

す な わ ち 、実 験 のdataは 率 直に受 け 取 ら なけれ ば な らな

い 予 想 に反 したdataを 捨 て るこ とは非常 に 危険 であ る。

理 論 的にjら れ な い結 果か 出 た場 合 、 この結 果は現 在

の 科学 が 未だつ か ん で』い ない 貴重 な宝 石が 顔 の ・部 を ち

ら ・っとiし て い るか も知 れ な い とr;る こ とで'ある、、

この経 験 か二 度 と臨床 に 戻 らす 法 医学 を36年 間 続 け る

こ とに な 一った。 そLて 、 このr;hが 以 後 の 私の バ ッ ク

ボー ン とな り、色 々な研 究 を続 け るこ とか でき た.、退官

を迎 え るに 当 た って 、芯 い時 の経 験 が 人生 を変 え る程 の

影 響 を 与 えて くれ る ものだ と感 じてい る.

学 生諸 君に は動 機 は どうで あれ 、一 つの 学 問 を続 け て

行け ば必 ず 向 白 くなる もの で あ り、た とえ法 医学 の 試験

成 績 が悪 くて も、法 医学 を続 け て勉 強す れ ば 、ヒ派 な 法医

学 者 に なれ る とLIい た い。

昭 和49年 の 春 に 大学姪 設 予定 地 を 見に きた が 、現 右の

尺学 か建 っ てい る あた りは 粘 ヒ地 で、 プ ル トーザ ー が粘

Lの 中 に埋 まっ て いた1,果 して こ ・に新 しい 大学 か で き

るの だ ろ うか と不 安 を覚 えた 、,昭和50年8月8日 に 仮教

室 が あ っ た市 立 旭 川病 院か ら完成 した 基礎 臨 床研 究棟 に

人 り、 それ か ら新 しい 教室 作 りか 始 よ.った。新 しい 教 室

を作 るのは生 まれ て 初めての 経験 なの で随分苦 労が 多か っ

た。 釦一・本か ら用意 しなけ れ ば な らな か っ たか ら 、設計

しii[Xし て いた 新 しい実 験 台か据 え付 け られ た時 の喜 び

は 争で も忘 れ られ ない.

臨 床 の 外 来に相 当す る 司法 解 剖 は昭 和50年 か ら 杓 戊3

年 まで に7帆 体 に な り、た学 の 法 医学 教 室 ヒして 少 しは 社

会に 貞献 で きた とY,え て い る.

本学 も開 学以 来18年 が 経過L、 ㌍ 業生 も1,000名 を1

道 内 は 勿論 、道 外 で も活躍 して い る.も う新設 医 大 とい

う名称 を 自 ら外 す時 期 か きてい る と思 わ れ る.

長 い 間 の私 に 対す る御 乏援 に 感謝 す る とと もに 本学 の

益 々の 発展 を心 か ら祈 念Lて 最 後の 寄 稿 とLた い 、

:瓶....狐
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退 官 に あ た っ て
一 岡 の 歳 月

内科学第一講座教授 小野寺 壮 吉

一月の 衣に
、動物 実 験 の.二 とな どで時 折 ご教 示 に あ ず

か ・、て い る 丈n'教 授 か ら電話 をfl't戴しま した.お 話 は 専

門の こ とで は な く、退 官 に あ た って1か ぐらお か 」 に 執
へρ
cノ)才∫'爲ダ)一こ㌔しズご.f・1]うと、」見イ匠庭ζ幸艮山と、編 集委C1長七'で才∫

られ る由 、1司 ヒ時 期 に退 官'書一る ご「司役 か らの お話'ぐ、 ま

こ とに痛 み 入・ヲた 次 第 です、1ドイん でHか せ て 戴 く旨.二返

'昼」女しまLた 、,

1'話 を させ て もら い ます と
、昭 和48年 に 美甘 教授 と一

緒 に 旭 川医 大のr事 の 進iT具 合 を眺 め に 神楽 岡 にや っ て

きた こ とか あ ります 旭 川医 科 大学 設 置 関係 法 案 の国 会

審 議 は進 まず 、大学 創 設 準備 室 は既 に 北 大か ら旭 川の 仮

校n(北 門町 〉に移 ・.,てきてお り、のU'の びに な っ て い

る開;fに 備 え て満 を持Lて いた 頃の こ ヒです.私 は図 書

館 の こ とを担 当す る よ うに いわ れ てお りま した の で 、予

定 され てい る部 屋 を覗 い てみ る と、職 員が ひ と りたけ 書

物 の 山のIHIで 、いか に もひ っそ り と仕 事 を続 け てい た こ

とを思 い 出Lま ポ、神 楽 岡 では 、 その 年に分 譲 され た病

院 のH1い の新 しい団地 の 区画 が まだ遺 成 中 で したか ら 、

初夏の 頃 で あ ・た よ うに思 い ます.

その 年5月 に 起llさ れ た.・般 教育 の 建物 グ)近 くの現 地

工 事 事務 所の あ た りで 、周囲 に ひ ろか る水 川跡 地 を眺 め

て、完 成Lた 大学 を想 像 した もの です 、神楽 岡 との ご縁

の始 よ りで 弓』,

や が て、緑 かG.lt1地 の2期 ⊥事 か 完 成Lて 、 その ・画

に現 在の わか 家 をつ くる こ とか で き 、昭 和49年 冬か ら こ

れ で17年 余 を神 楽岡 で 過 ごLた こ とに な ります1

雪 の 季節 の ほ かは 団地 のな か の小 道伝 いに 人こ学 に 通 い

.よLた..黒 川 厘学:iく、庚野 教授 、藤 沢 教授 ク)お宅 の 傍 を

通 り過 ぎ 圭す..年 と と もに道 沿 いの 茂 み は濃 くな り、fis

宅 は 少 しずつ 増 改築 さfi、 住 む 八 も 入れ か わ り、俘、夏、

1;'1い秋 そ れ ぞれ の風 情 も楽 し く、 と くに時 候 の よ い#li!.t

ill勤とい うよ り散 歩 を してい る よ うな もので す 。

こグ)数年 、 キャ ンバ スは 整備 され 、1J1木 は 根'ブい て 大

き くな り、 大学 も年輪 を 重ね つつ あ る こ と を感 ヒさせ ま

す,、大 学 の北 側 の団地 との境 の環 状 線 沿 いの イ タ リヤ ホ

プ ラの 列や そ れ と並ぶ松 の 成 育ぶ り も見 事な もの です .

バi}1り のフ.ラ タナ ス も緑 のr'llpに は秤 よいh<r`を つ く

り、 厨 ∫哲も運 転 折 も、 ま ちの落 ちつ き とLeh4i.か さ を感 す

るよ うて"す印

附 属病 院8階 病 棟 か ら眺 め る と、北 側 の 団地 や 旭 川 中

心 街 の眺 望 と異 な り、 南側 は開 院 当時 には グラ ウ ン ドの

先は 何 もな く、秋 の 深 ま る頃か らは 回診 の 途 中 です で に

暗 くな り、点 在 す る燈 火 と ・定 の リ ズム で点滅 す る旭 川

空 港 の標 識 燈 が わ『す'かに 人の 営 、みを知 ら一せる ばか りで し

た、 最近 は 新 しい住 宅 か連 な って 、 夜 、家 々の明 か りけ

眺 め る 八に 安 ら ぎを与 え て くれ る よ うで'能,病 を養 う 人

には 夜 か一一段 と淋 しい もの です 、

わ が家 の 寝 率 は南 に 面 してお り窓 か ら病 院 が よ く見 え

るの で 、や す む前 に カー テ ン をち ょ ・・.と寄せ て病棟 の ろ

を眺 め ま11亜 症 音の 伽1室は病 棟 の 北 側 に並 ん で い ます

か 、そ うい う部 屋の 明 か りが 夜遅 くまで つ い てい るの は 、

私 共 に と ブご心 平 か な こ とでは あ りませ ん.昼 間 のfl:串

か ら心 理 的に解 放 さ れ ない こ とに なるか も知れ ませ んが 、

長い 間 に身 につ いた動 作の ・つ です 、

旭 川の 俘は素 敵 です 、、5月 に 人る と ・斉に緑 か 繭 え て 、

その勢 いに 自然か 沸 き立 っ てい る よ うに 感 ず る 二とか あ

り ます 病 院 の 前庭 の エ ゾム ラサ キ ツツ ジ は早 春 の彩 り

ブ「)・'つて1-‡一,二 ¢ノ)十数年IAIIこf本=験した 旭 月iグ)レし【f三1とtf、

とり もなお さず 神 楽 岡 のIOW季 でLた 。 岡 のLの 要 の雲 、

目 ご とに 色 彩 の変 わ る 秋、VIIそ れ ぞれ の 日没 の 風 景 、

折 々 の記 憶 は1き な い の です か 、 なか で も樹 氷 や グ イヤ

7ン ドダ ス トな ど 冬の印 象 は と くに 鮮 烈 です 、

大 学 の 隣接 地 に新 しい建築 物 か 次 々 と加わ り、か つ て

の ま ちは ずれ に 大学 が あ る とい う風 景 か ら 、 尺学 を 中心

とした ま ちなみ とい うたた ず ま いに な っ て き まLた 、、孤

高 とい うもの も悪 くあ りよせ んか 、 い か に も地 域 に溶 け

二んだ とい う現 在のhか ずっ と女fよ しい姿 です 。情 報 セ

ン タ・一としてv)大 学 び)も'つ先 見性 ヒβ付属り府巨完0)i白H変陸ζ≠か

体制 は 、地域 の 哩門家 に ヒ…ては 強 い 芝えで あ り、市 民

に と って も大 きな 利益 です.、旭 川医 大 グ痔 門 的能 ノJの蓄

ff'iは引 き続 きlts:くな りつ つ あ るの で 、北 方の 知 的拠 点 の

・つ とLて 圭す ます存 でLを主弓長して も らいた いL 、 また

そ うLな けれ ば な らな い時 に な ・・、、て い る と思 い ます 。
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退 官にあた って
一 言 い残 した い こ と 一

眼科学講座教授 保 坂 明 郎

新 しい 大学 を作 ろ うとい う希望 に燃 えて着f「:してか ら、

満17年 が経 過 した 。 在職 巾 、二 度 の 人院 で数 箇 月の ブ ラ

ン クが あ り、御 迷 惑 をか け た が 、Aは 健 康 で 停年 を迎 え

る こ.ヒが で きたの は 皆様 の お 蔭 と感 謝 の気 持 ち で一・杯 で

あ る、,一 人の平 凡な 入間 に と'一)て、48歳 か ら65歳 まで と

い う、い わ ばfi:事 の 完成 期 と もい うべ き時 期 を、 この 旭

川 医 科 大学 で 、 それ こ そ 大過 な く過 ごせ た とい うこ とは

本 当に嬉 しい限 りであ る、、

私 は1L来(意 外 に も)積 み.トげ 型の 人間 であ るか ら 、

突 如 とし て眼 をみ は らせ る よ うな仕 事 は で き ない が 、 そ

れ な りの 努 力 で 、 ど うや ら所 期 の 目的 は 果たLて 来た と

自 負 して い る、、学 問 的 に は30年 来 の テー マ で あ る近視 に

取 り組ん で きた。 今や 近視 が眼 軸延 長に よる こ とは確 実

であ るが 、 その 発生 機 構 は 残念 な が ら 未だ に謎 であ る、、

しか し電 気 生理 学 的 検 討 、猿の 実 験近 視 、フ ル オ ロフ ォ

トメ トリー な ど、 と くに 本学 卒 業 生 の新Lい ア ヅ ロー チ

に よ り、早 期近 視 で すで に 血液 眼 内棚 の 障 害 の あ るこ ヒ

が 確 か め られ、 以 後は それ が何 故 起 こ るか に つ い て検 討

中 で、 今 後 のい っそ うの 発 展が 期 待 さ れ る、,

診 療 面 で はft本 の網 膜 剥離 治 療 が 立 ち遅 れ て い る(と

くに北 海 道 は レベ ルか 低 か った)現 状 をR,急 に 改11'す る

必要 が あ った。 そ れ には 若い教 室 貝 を専 門の 施 設 に送 り

込 ん で教 育 して 貰 う必 要 性 を痛 感 した.幸 い に も 二の 分

野 では世 界て屈 指 のFclinaFoundation(F.ychcs≪rch

institute)(Boston,所 長は 有 名なPr.Schepcns)と 協定 か

で き、現 着 もほぱ2年 交 代 で2入 の教 室 貝 を派 遣 して い

る1,そ の 後 世 界的 な糖 尿 病 の 激♪曽か ら 、同研 究 所 で い ち

「i1・く{1肖子f叡切 除 術(vilrectamy)が 行 ナ)れ る よ うに な り、

当教 室 では このr術 を 〒・くか ら採 用す る こ とか で きた、1

ま た同時 に 、と くに留 学 経験 薪の 中 に網 膜 ・硝 了・体 疾 患へ

の関 心 か 高 よ り、基礎llくJ研究 をli.f3、現 在で はBostonと

の 協同研 究 に よ る成果 か ヒが っ てい る。 中で も網 脈絡 膜

の物 質 代謝 の 研 究 が近 視 の研 究 に お い て も有/lなfL段 に

な 一一Jてい る こ とは特 筆 に 値す る、、

さ て地 域医 療 の重 要 性 が唱 え られ て 久 しい が 、眼 科 に

つ い ては 眼科 医 の絶 対 数 の 不 足の み な らず 、札幌 を中心

とLた 者附 藻 中性 が著 しく、地 方で は眼 科 医 不足に 頭 を

悩 ま して い た,,当 教 皐 では 主要 都fflの 公的 病 院 か ら補 充

して行 き、必要 度 に 応 じて拡 大す る とい う 方針 を とった.

病 院の 性 格上 、俸 給 は 多少 低 く、 また病 院間 の 隔差 が あ

る に して も、地 域病 院 の育 成 に 力 を貸 すべ きだ と判 断L

た か',で あ る、,ただ し診 断 ・治療 用 機 材 は で き る限 り最

8

新 の もの も揃 えて 、派 遣 医 局 員の や る気 をな くさない よ

うな配 慮 をし てlfiい た.現 在 、道 内10数 箇 所(2-3年

の 内に は 数 箇所 増)の 関 連病 院 を持 ・ってい る。 これは 道

内 主要 公 的病 院 の 半数 に 近 い。 現 在 は皆 若 いの で 、1

2年 の 交 代制 を と って い るが 、数 年 後に は 何 とか 固定 制

に す る こ とか で き る と思 一って い る,、

教室 内で は 「何 で も相 談 で き、何 で もLIい あ える雰囲 気」

作 りをII標 と して来 た 。 ・番 の年 長 者 で さえ私 と25歳 も

,:う の で 、この こ とは 自戒 の 意味 も 含め たつ も りで あ る、、

この 頃は 両 親 で さえ 昭和 二桁 とい う 人が 多い ので 、少 し

遠 慮 が 出 て来 て い る よ うなの は淋 しい,,是 非 教率 の伝 統

として 残 して 貰い たい と思 う、既 成 価値 感 や概 念の 中 に

固 ま る と、新 しい研 究 発想 が 生 まれ て 来な いか らであ る。

研 究 費 の面 で は私 の テー一マ の 関係 もあ っ て資 金援助 が

少 な く、教 室に は不 自由 な思 い をさせ た とい う思いが あ る。

業績 が 増す と と もに 、この 点も緩 和 され ることを願っている,、

大学 全般 に つ い て も研 究費 か 余 りに も過 少 であ る,,こ

れ は以 前 か ら言 わ れ てい る こ とだ が 、[本 人全 体 の 「ど

ん な こ とに 金 を使 うべ きか」 の 意 見が 変 わ ら ない 限 り、

変 わ る 見込は な い と、 この頃 は 諦 め の境 地 に達 して きた

/た だ し今 後益 々 声 を大 に して国 民 の意 識 を 引 き上げ る

努 力は 必 要 で あ る).こ の 点 で 、本学 の 機器 セ ン ター 、動

物 実験 施 設 は 「入間 の 知恵 の 反映 」 と もいえ るだ ろ っ。

そ もそ もは 当局 の 示唆 が あっ たの か も知れ な いが 、資 金

不足 の弱 小 大学 では 、重 要 研究 機 材 を一 箇 所 に 集め て 共

同 利用 す る とい う運営 方 針 は理 に 円 った もの で 、近年 益 々

利用 度が 高 まっ てい るこ とは 喜ば しい.た だ物 に よ って

は使 用頻 度 か 高 く混 雑 す る事 態 も生 じて お り、 また 使 川

後の 整理 整 頓 か悪 い 人 も屠 る よ うで 、資 金前1を含め 、7,

ムー7,な 運 営 に は利 用 舌各位 の い'、そ うの 自覚 か要 求 さ

れ る よ うであ る、,

全 く関係 ない か最 後 に 一つ,本 学 の ク ラブ活動 のiつ

kLて 謡 曲部 を 企てたか 遂に希望 者 か 少なく、残念 であ…た1、

0
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退 官 に あ た っ て

内科学か ら臨床検査医学へ

臨床検査医学講座教授 牧 野 幹 男

昭和5[年m月 、 本学 附 属病 院 の11NI>〉に 合 わせ て 着任 し

て以 米 、 長たた く間 に15年 余かi尚 ぎてL圭 い 裏Lた 、新

Lい 大 ド1:、新Lい 病 醗:を1/'る ヒし・うfl∵;トに 直面 団る こ と

は 、 人 々に ヒ 、てめ 、た に遭 過Lな い 、 花栄 あ る機 会 て

あ る.二とを 、ll付属病i二完開1二完∫℃にvq席Lて 、心 に 沁 み て感

L:た 二と を覚 え てい ま1.'[1時 は学 内 の あ ド、ゆ る部門 の

職 貝か 、 それ ぞ れ ♂バノ:場を越 え て 、新Lい もの をつ くる

Lい う共通 の 目標 にllrlか..,て心 を ・つ にLて 議 論 を繰 り

返L.て い た ニ ヒを、な り かL<想 い出Lま す.教 授 会 で

も夕itを は さん で 、深 夜 に 埴ん てi.u'uHNかitわ才した こ ヒ≠,

珍Lく あ りませ ん でLた .今 振 り返..・て み て 、あ の 当時

の:熱気 とユf几 、一・は ヒ ニにit..,てLま ったの た ろ う ヒ

思 うこ とか あ りま1.そ れ ぞれ 自分の 仕 事 に精 を出Lて

お られ るの でし 」 うか 、時 には 大声てでL熱Lた 議π命か あ..、

た 方か 面 白 い と,思い ます.

私は北 大 卒 業後 、生埋 学 教 室 を経 て 北 天第一 内 科に 入

局 し内 科 医 を志LまLた.そ の 後 、 米国 に留 学L、 内 科

学 と病理 学 レ!デ!ト とLて5年 間 勉 強 を さ ぜて もらい

まLた.そ の 間 、肺 弥患 に関心 を もち、 と くに 肺 気腫 の

臨床 、呼 吸 生理 学 、病理 形態学 を勉 強 す る機 会 に 忠.まれ

まLた..5年IHIcノ)レ/テ ン トt./Illrt、ま ノ㌧:一ノブーこ1.t口葉

との 斗・い で もあ りまLた,Off"i'i,室 で動物 を相 手 にす る什

'1」とは 異 な り
、臨 床 で患 者さん相 手の 仕 事 丸す か ら 、大

変 な 苫 しみ で もあ りまLた,渡 米3る 前 に特 に 高葉の 準

備 を した訳 で もあ りよぜん の'.、 普通 に話 され て もよ く

分か らな いの に,患 菖 券ん が モゴ モゴ言 う言 菓 な ど分 か

るは ず もあ りませ ん.昼 、夜 ヒな くレ/テ ン ト1司志:や、

ア テ ンデ ィン クlh師 との 間 で、、寸諭 か 子1'われ ます か 、:...nu議

か 白熱Lて くる と、 二ち らか5つ 言 う間に1〔)言われ て し

ま㌧＼lirrL.し ・A堅し・を した ニ ヒカ`fpr[1IIも、ちり ま 寸

帰 国 後 も1呼吸 器病理 のfいFを 続 け 、4,')・ 度最 初か ら

>L」ti『41'つもり'で、Nili11包数O)算,i三べ・肘il抱～ζirl汗直ぴ)r.則 をそ'f

い ま した、,また肺 気腫 や 慢1生気管 支 疋の 、い わ ゆ る181

性 肺 疾患 が 肺高dn.圧 →lbli性心→ 右心 不全 へ と進 展 す る メ

カム ズム を解明 す るため 、剖検 肺 に 様 々 な11夫 を して検

索 した結 果、 直径lmm以 卜'の細 気 管 支の 狭 窄 、閉 塞 が重

要 な因子 とな っ てい る こ とを見出 し ま した 。

旭 川に附 属病 院 教授 と して 着f「Lて 以 来、病 院 や検 査部

v)f川諾ととい うff:`鉾に1自:1血1し、1づ也した よ うtafl:事 を斜*壽売⇒一

る こ とは 困 難 とな り中断 せ ざる をえ ない 事情 ヒな りま し

た。 その 後は臨 床検 査を巾心 とLた 多 変量解 析 や 、人工智

能 を応用 した病 態解 析理 論 の構築 に意 を注 ぎま した,、

検 在部 でv>&iの 問 題,・主llは、配 置 冬れ る検 査技 師 数か

少な く、わ つ か16名 とい 一1人Fiで は 、 毎年爆 発11{」に増IJ[1

し現{il.a〔1(1を越 え る検 査項 目数 に対 応 で きない とい う点

に あ ります .病 院 ㌧ll局グ)御理 解 に よ り設 備 、施設 は比 較

白{」允実Lた もの ヒす る 二Lか で き まLた か 、'そ張 り 入貝

不 尾は致 命ll{」な 欠陥 ヒLて 将 来に 残 る こ ヒか懸 念 され ま

す

平 成1〔年度 には 我 々;T)念願 であ ・た臨 床検 査 医 学1溝座

か4(学 に 監L置ざれ 左Lた.こ れ は 歴代 学kの 御 尽 力 と、

教 授 会諸 先生 の御 埋 解 と御 支援 の 賜 もの4感II射Lて い ま

す.同 講 座 は私 立 尺岸:で は終 戦 後 、臨 床 病理 学 講 座 と し

て 次 々 ヒ:ll11{さ れ ま し た,こ れ は 米国 で の('lini(・al

Palhok,gyン)考 え を継 承Lた もの で あ りま した 、そ れ は

病 理 π二態 学 で は取 り扱 わ ない 臨 床1i?t'r)分 野 を統 合L発

展 させ る もの}fち り ま した、、 しか し田 ンニ尺学 では 昭和56

年に 尺阪 尺学 に試 置 さ れ たの か最 初 て、-k!年 に 新潟大 学

と以後 続 々 とL{立 され.ました か 、 本学 の よ うな 新設医 大

=は 本学 と愛媛 大 学 かli火 を切..、た こ ヒに な ります 、

臨床 検 査 医学 講 座 は 、 生化学 、 血液学 、dur]学 、微 生

物学 等 の 智 改ヒ技 術 を 基盤Lし 、1新 しい よ り有効 な臨

床 検 査法 の 開 発、 一各柿 臨 床検 査 法 の 技術 的 、臨 床的 評

価 、お よび3病 態 解 析理 論 の 確立 であ る ヒY,て い ます 。

講座 の 設 置 後 、数年 で本 学 を 去 ら なけ れば な らな いの は

残 念 です か 、 二の 若 い研 究 領域 は 今後 飛躍 的 発 展 六 なす

もク)Lf言 じ、}胡待…して い ます、,

昭 和60年 か らz年 間,附 属 図書 館iを 命ゼ られ 、 その

間fの あ りhに 関 して 自己点 検 と評価 をす るため の 、

大学 年報 を発 行 弓 るこ ととな り、 その ため(乃 委 員会 をill

織 し、 委 貝会案 を ま とめ 、今IIま です で に第2り'が 発行

され てい る こ と も、想 い出 の ・つ とな ・りてい ますn

私に とっ て旭 川 は算当zの 故郷Lな り、 旭川 医 科大 学 は

第2>1,J1と な り 素Lた この 新Lい'大 学 が 年 とtiに 発

展L、 充実 す る こ ヒを念 願L匿 ぐda.ま せ ん昏
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退 官 に あ た っ て
一 創業 と守成 といずれが難 きか 一

生物学教授 美 甘 和 哉

退官 に あた って 、 こ こに一 文を寄せ る機 会 を 頂い た.

最 彼 の機 会な の で 、創 設 期か ら今 日ま で 、私 が この 大学

を どの よ うに 見 て 来た か 、率 直 に 記 させ て頂 き度 い.

表題 は 、唐 の 太宗 李 世民が 近 臣 に施 政 の 大綱 をた だ し

た11で あ る。「古 よ り黙 を創め て これ を失 うもの は 少 く、

成 る を守 一って これ を 失 うもの 多し」。太宗 は剛 直 の臣 魏 徴

の 言 を容 れ て守 成 の 困難 を戒め とし、唐;代:il}0年の礎 を築

い た とL}わ れ て い る.私 は 、 本学 の 創 裳期 の 困 難 を体 験

して 、そ れが 甚Lく 不 如 意 に満 ちた 辛 い もの で あ った こ

とを よ く心 得 て い る積 りであ る、,しか し、今 や 、銀 難 の

な かに 築 い た貴 重 な もの が 失 わ れ て行 くよ うに 感 ヒられ

て 、守 成 の難 し さ を思 わ ざ る を得な い.、本学 も一 日設 立

され たか らは 、欧 米の 書bな7の よ うに何 　f年 も続 く

堂 々 た る ものに なっ て もらい 度 い。 創 業 期の 何 十倍 も長

い守 成 期 の真 の 難 し さに対 処 で きる大綱 を しっか り と建

て て こ そ、揺 ぎ ない伝 統 と輝 か しい歴 史を築 くこ とが 出

来る の では な い であ ろ りか 。

さて 、 本学 の創 業期 は何 時 終 り、守 成 期 は何 時始 っ た

の で あ ろ うか 。 異論 が あ るか も知れ な いが 、私 は 、 ・期

生 か卒 業 した 昭和54年:i月 を もって創 業 期 を終 り、 大学

院 か 開設 され た 同年 の4月 を もって守 成 期 が始 った と考

え てい る。 本学 の大 学 院 は 、 ま さに 薄 氷 を踏 む様 な 危 機

を経 てや っ と認ufさ れ た 、,私 も大学 院 設置 委 員 の ・人 と

して 、こ の創 業 期最 後 の 大 難所 を越 え た時 の 喜びは 実 に

たきか'一、た。 しか し、私 の 見 る と ころ 、 その 頃か ら 大学

は 足踏 み を始 め 、や が ては地 盤 沈 下 を きた し始 め た、

本学 は 、 後続1'数 校 の 国 凱新 設医 大の ト・・ブ を 切 一.、て

出 発 し 、色 々 な点 で それ らの 手 本に な った輝 しい時 代 か

碓:かに あ ・・,たり とこ ろが 、本州 の刺 激 の 多いf環境 の 中 で

ト分揉 まれ て い る後続 校 が 着実 に 力 を蓄 え て来 た の で あ

る,本 学 が次 々 と遅 れ を と …て 来て も、「夜 郎 自 大」 をき

め 込 ん で、 相 変 らず 新 設医 大 の リー9`一}i4で あ るか の よ

うな 神話 を信 じる 人が学 内に 多か った のは 残 念で あ った,

や か て 、総 て を大過 な く過 ごそ う とす る穏 健 派や慎 重 派

が 一レ流 とな る と、 大学 の運 営 は こ とこ とに 右顧 左 阿 して

百橋 を 叩 くの み 、 余程 強 い 外圧 が無 け れ ばNら 動 き出 そ

う とは しない受 身態 勢 とな っ て し まっ た。 そ の結 果 、新

uuら しい意 欲 に 満 ち た後 発医 大群 に 大 き く水 を開 け られ

て し ま'った の は 」然 であ る,、

例 を挙 げれ ば 限 りが な いが 、一一番解 り易 いの で医師 国 家

試験 を例 に取 ってみ る と、ここ数 年 合格 率が 甚 し く低 ドL

て し ま った。IL、 医 師 国 家試 験 は 合格 者 がH(〕%以 一トに な

る よ うに調 整 され てい て 、医師 とLてvii#低 必 要 レベ ルの

知識 を試す もの で'あるか ら、司法官 試験 ぺ・公務Ll試 験 と比

べ る とは るか に 易しい もの で あ る.良 面 目に勉 強 して卒 裳

出 来たYで あれ ば 、合格 す る のが り1'1り前 では ない か,,明 ら

かに 、卒 業認定 基 準 を 甘 くしてい る教 官や 安 易に か まえ る

学生 達 が凋 落の 責1.n首 だ と思 うが 如何 で あ ノJう、,かつ ての

我が 大学 に は 、_ificのレ ッテ ル を跳 ね 返 えそ うと0る 気迫

か満 ちて い た。今 は 、三 流 に 甘ん ヒ る無気 わがL々 な レベ

ルに浸 透 して しま ・った よ うに思 われ て な らな い。

最近 、我 か 国の大 学 が 次 世代育 成 の 責任 を 自覚Lて い な

い 、と」}う識者 の 批 判が 頻 繁 に な った.近 頃 の 大学 プ)実情

をみ れば 当 然 で あ る,か つ て 、ラ イシ ャワー 氏 がr体 の大

学 のa年 間は 時間 の 浪費 であ る と断Llた が 、残 念な が ら反

論 のiiも な い。い よい よ 、大学 の 自己 評価 か 表 彰 ・て実

行 され始 めた 。本 学 もや っ と自己評価 委 貝会 を発足 させ よ

う と してい る。外圧 に よらず に 始め て も らいた か.った�/L

非,曖 昧 なお 茶濁 しに 終 らせ な い で もらい度 い 。欧 冴tの大

学 に は 、教官 で も学 生 で も安 逸 を 貧 る 者を排 除 す る ンステ

ムが 確 立 して い る.特 に 医学 校 で は それ が 厳 しい 、、医 帥 の

社 会的 責任 の 重 さ を 考 えれば 当然 で あ ろ う.,

左学 の 自 己評 価 には 、教官 の 業績 評価 だ け でな く、カ リ

キ ヱラムの再 評 価 も是 非や って もらい度 い。教 育機 関 の背

骨 であ るか ら大 事 であ るII先年の カ リキ ⊥ラム改llこは まだ

まだ生 温 い。医 学 教 育の 先 見性 に も欠け て い る、」ウミ学 の急

速 な追i歩や 医師 の 質的 向 ヒを求め る 社 会の 要望 に 答 え ら

れ そ う もな い。確 か な改 善 もあ ったが一 部 に過 ぎなか った、,

真 面 目な学 生 の中 に 、勉学 意 欲 を殺か れ る とii)声 が あ る

こ とに 、大学 当局 は 是非 耳 を{頃けてもらいたい。さらにf1ーば 、

大学 院の制 度 も他 た学 と比 べ て遅 才げこ.よよで はないv>/r,,

"fの 未来 の栄 光 を願 い 、敢 えて 呂肩 を もって'、}:成の 難

[.さ を述 べ た,私 の 真意 を ・入で も多 くの ノ∫か 汲み取 ・・,て
'ドさ るよ う希 一・・て 、退 官 のrfと させ てい た だい た、、
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L亟 璽≡垂LZ⊥L⊥ コ
内科学第二講座 衛藤 雅昭

私は本学の ・期生で、昭

和48年 に人学し昭和54年 に

卒業しました1、卒業と同時

に、本学第二内科に入局し、

初代教授の故百井兼央教授

の御指導を受けました。昭

和63年 に故石井教授が停年

退 官 され 、牧 野 勲 教授 が 二代 目教授 として 赴任 され ま し

た。 平成 元 年か ら二年 間 余 米国 に留 学 す る機 会 を 与え ら

れ 、II乍年8月 に 帰 国致 し ま した1、此 度 、牧 野 教 授 の御 高

配 に よ り第 「 内科 の助 教授 に任 ぜ られ ま した。

「か ぐらおか 」 に何 か 感想 を書 い て くれ と
、同期 生の

皮 膚 科の 松尾 助 教授 か ら執 筆 依 頼 を受 け た の であ ります

か 、 この よ うな 文章 を 書 くの は 苦 千 であ りま して 、拙 文

をおd7し 頂け れ ば幸 い です1、感 想 です が 、医 局 で年 齢 か

二番 目 とい うだ け で その 資格 は あ るの だ ろ うか と常 に 自

問Lて きま した が 、最 近 は その責 任 の 重 さを ひ しひ しと

感 じてい る次 第 です 、,また 、苦労 の 多か っ た大 学 の創 設

期 よ り無知 な る私 を教 育 、指 導 して下 さい ま した 、学 長

先生 は じめ 本 学 の諸 先 生 た ちお よび 第 二 内科 の諸 先 輩 た

ち に深 く感 謝 の 意 を表 したい と存 じます、、今 度 は私 自身

が後 輩 を指 導 す る 、か易 とな り、全 力 を尽 くす 所 存 で あ り

よす。

大 して業 績 もな い私 で す か 、 この 機 会 に7人 として

の 考 え を少 し述べ てみ た い と存 じます。 医 科 大学 の使 命

には 教 育 の他 に 診療 と研 究 が あ りよす、,最高 の 医療 を求

め て 、病 め る患 者さん は 大学 病 院 を訪 れ てい る訳 です か

ら 、 大学 人 として それ に 答 え る よ う 日夜 研 鐙 に努 め なけ

れ ば な らな いの は.∫ うよで もあ り ませ ん 。 高 レベ ルの 医

療 を保 つ には 、高 レベ ル の研 究 をす る必 要 が あ る と確信

して 今[ま で努め て きたつ も りで い ます 。 私 の 専門 分野

は 糖 尿病 、高 脂dn.症 、動脈 硬 化症 で あ ります が 、ユ0年 ぐ

らい 前 、私 が 当初 発表 した研 究 は 国 内 では余 り関 心 を も

た れ なか っ た よ うで した。それ で 英 文journalに 投 稿 し続

け て参 りま したが 、や っ と最 近 少 しは認 め られた と思 っ

て い ます 。日本 で は;1;身 大学 で評 価 さ れが ちで 、localな

大 学 にはハ ンデ ィー が ある よ うな印 象 を もっ てい ます が 、

本学 を世 界に 出す には 〔〕riginalityの 高 い研究 成果 を どし

ど し英 文で発表 す る こ とだ と確信 して い ます 。3は じっ

くり研 究 す る のに 適 した環 境 に あ る と 言え ます の で 、 で

きる だけ 多 くの若 い 先生 方 が 本学 に 残 り研 究 に 従 事 され

ん こ とを切 に塑 む もの であ り ます 。

諸先 輩 をさ しお い て 、 と り とめ もな い こ とを書 い て恐

縮 して い ます、 今 後 と も御 指導 、御鞭 捷 よ ろ し くお願 い

致 します 。

[

スキー教室で留学生 と交流深める

今年 も12月is日(ID・17日 伏}の両 日に わた り旭岳xキ ー

場に お い て ス キー 教 室 が実 施 され た 。

北 海 道の 代 表的 な7,ポ ー ツ で あ る スキー を通 じて、 白

己グ)健康 管理 、技 術 の向 上 、H然 に 親 しむ と と もに 、 本

学 学 生 と外 国 人留 学生 との 親善 交 流 を 目的 と した この ス

キー 教 室に 、留 学 生4名 を 言む34名 が参 加 した。

1日 目(16日)は 、 参加 者全 貝が 旭 岳 スキ ー場 に お い

て 、1.$k・ 中級(2班)、 初 級 の4ク ラ7,に 分 れ て講 習 か

行わ れ 、L級 の クラ スはrPdiと 些にf憂宥1な滑 りを披 露 し、

(旭岳 ロー プ ウ ェー駅 前 にて)

中級 クラ スは 真剣 な 表情 で 講師 の 後 を追 い 、 初級 クラ7,

は講 師 の個 別 指 導 を うけ なか ら雪 と親 しん で い た。 留 学

生 も技 術 に応 じた クラ スに 入 り、 本学 学 生 とい 一っし ょに

ス キー を楽 しん だ。

2口 目(17日)は 、 ゲ レンデ コー スの ほ か に 、歩 くス

キー に よる 自然 観察 コー ス もあ り、北 国 の 冬の 自然 を満

喫 した 、,

よた 、16日 夜 は宿

泊 地 の 天 人峡 温 泉 で

親善 交流 会が行 われ 、

ユ ー モ ア を交 え た 自

己紹 介や 、 ロ本語 ・

外国語 が 飛 び か う会

話 な ど で大 い に 交流

を深め 、予定 の時 間

が オー バ ー したほ ど

の 盛況 であ っ た,,

(木の洞より自然観祭)
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平成3年 度 1年 の あ ゆ み

4月
5口 ・卜成3年 度 ぺ11∫ ℃[於 体 育 館}

iiii人i・1〔 月 名 に)ち 女f学 生16名 目

15ilX#r入'4.4汁fiを5第1「 口ill

16ヒ1/ち 冬 第2--4一 ヒ ミーナー一 補モ、 手11空}

(入 学 式)

'
_'1日

8月11日

道 の妖 弓 道 明 ω 、軟,悔 球(男 女)、 ハ ン ド

ボ・一ノし

成績:男f・ 総111Ci

粥34i口陳[1イ く医 科'≠生総 合体 ず扶 会 愛 到 く会

5月
14目 医 帥 国家 試 験 合格 者発 表

〔本学 合格 昔121名 、 合格 率88.3%1

6月
13目 第17回 医 大 祭

1r;目 テ ーマ ニr起 叱 回 生 「

/医 大祭実 行委 員 会委 員長1専 ナ楓 樹1

'
,?811学f妬 己授 与式 「於 第2会 議i`.1

;,f,位記 被 授 与 者 δ 名1

q,管 校 東 京 慈 恵 会 医 科 却 γ二}

1本 学 参 加1種 田iiをL競1支 〔り汝)、r望 硬 式 野

球,硬 式 庭 球 〔男 如.軟 式 庭 球 鳴 如 、 中

球 〔男fzl,バ レ ー ホ ー ル 〔男 如 、 バ ト ミン

トン1男 女)、 サ'カ ー、バ ス ケ'ト ホ ・ 几 〔男

女 〕、柔 道 、 剣 道 、 弓 道 、空 弄 、 水 泳(男 女 ノ、

ゴ ル フ

F」比績:総 合17f立

P+… 「「 賓

晦 鰻終'
団 酌 「

・し ρ1'

[π コ
A・ ・

(地 区 体)

8月
8月1日 第34回 東 日本医 科学 生総 合体 育 大 会 冬季 大会

:瑚25目 住 管 校 慶応 義 ウl!大学 医学 部 〕

[本 学 参加 樽 目1ラ クピー 、 乳キ ー、ア イ ス

ホ ・ケー

7日 乎 成3年 度納 骨 式ti・.,本 学 納骨 堂)

9月
4rl体 育 左 会 ■ 『催 学 生 ノ

[競 技 種11〕 サ'力 一、 バ ス ケ ■ ・ポ 几 、 ソ フ

トボ ・一ル 、糸岡弓1き 、 リ レ・一、!・4尺仕、

(医 大祭 医 学展 「救 急蘇 生 」)

17月
5日 第38回 北 海 道地 区 た学 体 育 大 会

7ile「1番 校 北海 道.k学}

「本学 参加 柿 目]陸 ヒ鮒 芝1男 如 、準 硬式 野 球 、

バ スケ リトボ ・一ル1男 女 駄 ハ レ.'ド ー'し1男3 、

サh-、 中球 「男 如 、バ ト ミ/じ 嶋1、 剣

12

,..

..ユ

織騨騨
1辱 、 ㌧

.噛1

鎧灘継
恥冊蝋沸懸1臨

(体育大会)



0

25日 平成3年 度解 剖体 慰 霊 式並 び に 文部 大 臣 感謝 状 伝

達 式(於 体 育館 ・第4ヤ ミナ… 室)

30日 学 位記授'チ式r於 第2会 議 室}

(学 位 記 被授 与 者6名 〕

論瀟1
71「

搬 贋'

醗 μ芝
匿

驚..
晦:鞠.愚=
』,,

魯r蕊　 ,:u:: 　るコ

.・㌧溶 げ'榊 岬

3日
ち

31日

'LHH

～

嚥
　⑱

(解剖体慰霊式)

11月1目

口o月
平 成3年 度公 開 講座

「琶年 期 をす こや か に」

新 入生研 修 第2回 目

(於 第3--4セ 三ナー 室}

F

レ

一哩麟一 一一

＼
●

曳
参

箋

一,漉

(ス キー教 室)

1月
11日'iξ 成4年 度 大学 入学 者選 抜 人学 入試 セ ン ター試 験

12目 〔本学 会場669名)

盛
雛贈_,

(新入生研修)

川 月

7日

20日

24日

27N

5日

6日

11目

1211

ユ9日

'1
.511

5日!‡ ∫`7㍉}己念[1

lfiII

17日

25日

12月

ス キ・一教 室(於 旭 岳 ス キー場)

溝 師5名 、厚 生補 導 委 買会委 員艮

参加学 生34名

学 位記 授'」式(於 第2会 議 室)

('1:f立〔1己被f受与・者2名}

2月
美甘教授最終講義

百橋教授 ・牧野(幹)教 授最終講義

平成4年 度大学院入学者選抜試験

小野毒数 授 ・保坂教授最終講義

3月

謄
ぜ

唾
購
驚

へ

けみ

マ

れ

ハ
リ
コ

サ

ヘ

ー
鑛

.̀

声
ぜ

農

▼

塾

ジ

u
」

凋
鞍

醗

噸

」風

「

聴
」

,

-

平 成4年 度 人学 者 選 抜 第2次 試験

(受 験 者5!11名 〉

石 橋教 授 ・小野 寺 教授 ・保 坂 教授 ・牧 野(幹)教

授 ・美tr教 授 歓 送 式

平 成4年 度 大学 院 入学 者選 抜 試験 合格 者発表

平 成4年 度 人学 者選 抜 第2次 試験 合格 者 発表

博士学 位 記授 ワ式(於 笛2会 議 室)

〔f専士fi立riLy皮 才受!ノ・者24名)

平 成3年 度 学十 学 位 記授 与・式 〔於 体 育 館)

('丁士 学 位 記 被授 与 者113名)

,

り 詰

(退官教授歓送式)

一13一



職禦聴響 禰
出教 授 へ 旭 月1市文fヒ奨 励 賞 力唄曽られ ま した1

この 賞 は 、旭 川 市 の 文化 の 向1,発 展 の ため に 、 多大な

良献 を され た個 人 及び団 体 に 贈 られ る もの で、 原 川教 授

は 、 永 年に わ た り雁 史の研 究 に情 熱 を注 かれ 、特 に北 海

道 乍般 の 地 域 史研 究 に お い て優 ね た 携書 ・論 文 を発 表す

る と ヒもに 、新 しい北 海道 史の編 集者 と して活 躍 され 、

史に 、旭リlliiil刑期 　f年 を記 念'す'る「目で 見 る旭 川1のb:み 」

の 出 版 に 貞献 され た こ とに よ り受 賞 され 圭Lた 、

に≠生 課 〉

新歓合宿のお知 らせ

年↑日例 とな った 「新 人生歓 迎 合 宿」 を、G年 も 墨月

1'?日に も う 二Lに な り よ した,予 定 内容 とLて は 、

現場 で働 い て い る 先1iを 招 い ての 溝演(今 年 は第2

の葛 西 先 生 をお招 きLま す)、各 クラブの 紹 介な ど(め

くら やお もLろ い よ!!)か 、まず学 校 で行 わ れ ます,

後.温 泉宿 まで 出向 いて 、 先輩 与 とuuる グ,一 フ 討

論 会1先 輩 方 の失 敗 談 か聞 け るか も?)、 新 人生 全 員の 自

己紹 命(fl'1年は ハ'ク 転Lた 入、恋 人宣 言 を した 氏な ど、

い ろい ろLい まLた よ!ハ 、クラブ勧 誘 〔Lつ こい よ ハ 、

そ し こ皆 で飲 み 明か す の だ!!と は ゴ・って も、寝 た い 人 は

布団 もあ るL、 無理 に 飲 ませ ない か ら 、救 急卓 の 心配 も

あ りませ ん 〔万 ・の 、二とか あ ・,ても、 先輩 が助 け て くれ

ます1,

と.まc,き つつ り まLた け ど 、二の お も しろ 茎は 、ま

さに 「i'ilk1は一 見に如 か ず 」 です 、ぜ ひ 参加 して 、 この

お もし ろ さを実 際 に 肖分 の 肌 で体 験 して ドさい.

(新 入生歓 迎実 行委 貝会 よ り 〕

学生団体の設立・継続届について

平成4年 度 に お いて 、新 し く設 立 し よ')と す る学 生団

体 、 も し くは 活動 を継 続 しよ う とす る団 体は 、4月30日

㈲ までに 設立 届 また は継 続 届 を学 生 係 に提 出 して ドさい、、

なお 、継 続 届 の提 出 か な い学 生 団体 は 、解 散 した もの

と1.て 処理 す るの で注 意 す る こ ど,

〔学 生 、、果}

「病院ロビーでクリスマスコンサー ト行われる

室内 合・4糾・hと合 唱 部{二よる ク リスマ ス コンサ ー一トか1'L

月20日 ㈲ ・21H(1)の3ijH、 附属 病 院 ロ ビー でi1'わ れ た1,

この コ ンサ ー トはf口 ごろの 練 習 成果 を発 長す る と と

もに単 調 な 入院 生 活 に ひ と ときの 憩 いの 時 間 を過 ご して

も らお う1と 学 生 の クラブ 団体 が 毎年 この 時期 に 開 いて

い る もの で 、両Hと も、 入院 され てい る ノ∫や 看護 婦 、教

職 員ら約200八 が 美 しい メ ロデ 仁 一に 聞 き 入 ってい た。

(室 内合 奏 団の コ ンサー ト風 景)

.

嶺
嘱

教 官 の 異 動
r

昇 任

◎113.12.1.内 科 学 第 二 講 座 助 教 キ受 衛 藤 別1昭

◎H4.2.ユ.ユ 、衆 子岸f」二学5轟 座Hh教}受 」1えlilt'.41⊥三

il,Q`,務。果)

…14…
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・ 艦1
㍑ 匡'匡1 鱒紬瓢体にr鍍耀

平成4年 度の北海道地区大学体育大会は、本学が当番校

となり実施することは「かぐらおか」の67号 でお知らせし

ましたが、日程・会場・分担大学が下記のとおり決まりまし

たので、お知らせします。

なお、硬式野球、バスケットボール、卓球、バ ドミント

ン、ハンドボールの5種 目については、私立大学の協力に

より分担大学 として大会を実施していただくことになりま

した。従って本学関係クラブ貝については直接運営に参画

する必要はなくなりましたが、主将会議(組 合せ抽選)等

の作業は協力していただきたいと考えております。

また、今後のスケジュールについては5月 中旬顧問教官・

主将会議、5月23日 ㈹第1回 主将会議、6月 中旬競技団

体(協 会)と の打合せ、7月10日 働総合開会式及び第2回

主将会議を予定しています。

大会運営に当たっては関係クラブのほか、全学の教職員

及び学生諸君の協力が必要となりますので、絶大な協力を

お願いします。(学 生課)

実 施租 目別分 担大学一 覧

分 担 種 目 名 性別 分 担 大 学

硬 式 野 球 男 札 幌 学 院 大 学

バ ス ケ ッ トボー ル 男女 旭 川 大 学

卓 球 男女 北 海 道 工 業 大 学
バ ド ミ ン ト ン 男女 北海道東海大学旭川校舎

ハ ン ド ボ ー ル 男 北 星 学 園 大 学

第39回(平 成4年 度)北 海道地区大学体育大会開催期日 ・種目 ・会場

開催 期B平 成4年7月11日(1)-13日(月)総 合 開会 式 平 成4年7月10日(斜16時 ～旭 川医 科 大学 体 育 館

番
号 開 催 種 目 名 性 別

2日

㈹

3日

囲

4日

(t1

5日

(日)

11日

cu

12日

(日)

13日

(月)
競 技 会 場

1 陸 上 競 技 男女 0 旭川陸上競技場

z 硬 式 野 球 男
0 0 0 0 札幌学院大学総合 グラウン ド野球場

0 0 江別市営球場

3 男
0 0 0 旭川 スタルヒン球場

準 硬 式 野 球
0 0 旭川医科大学野球場

4 軟 式 庭 球 男女 0 0 旭 川花 咲 テ ニ ス コー ト

5
男 0 0 0 旭川市総合体育館

バ スケ ッ トボー ル

女 0 0 0 旭川大学体育館

6 バ レ ー ボ ー ル
男 O 0 0 旭川大雪アリーナ

女 0 O 0 旭川市総合体育館常盤分館

7 サ ッ カ ー 男
0 0 O 旭川市富沢運動広場

0 0 旭川医科大学サッカー場

8 卓 球 男女 0 北海道工業大学体育館

9 バ ド ミ ン ト ン 男女 0 0 0 北海道東海大学旭川校舎体育館

10 柔 道 男 0 旭川市総合体育館

11 剣 道 男女 0 旭川医科大学体育館 ・武道場

12
男 0

旭川医科大学弓道場弓 道
女 0

13 ハ ン ド ボ ー ル 男 0 O 札幌市魁平区体育館

崇7月13日(月)旭Iq市 総合体育館・常盤分館は休館のため当日会場を移動して実施する。

課 外 活 動 短 信
サ イ ク リン グ ・ク ラブ 「ちゃ りん こ の会 」

第5回 ツー ル ・ ド ・北海 道3年10月4日

第4ス テー ジ ー 般 個 人 ロー ドレー ス37km

5位 入 賞 木 村 圭 介

アイスホッケー部

第34回 東日本医科学生総合体育大会冬季大会

栃木県日光市3年12月26日 一・30日

Aリ ーグ3位(総 合3位)

[昨年Bリ ーグ優勝(総 合6位)]

個人賞 新 人 賞 高 橋 淳 一

ポイント王 千 里 直 之

ベ ス ト6土 居 忠

一15一
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臨 「旭川医大 に留学 して」

私は1990年10月 、研究留学生として旭川医大に来てから

1年4ヶ 月が過ぎました。

南京は中国の古都として皆さんご存知の通りですが、母

校の南京中医学院は北京および上海中医学院と並んでWHO

か ら伝統医学、acupunctureの 教育研修センターに指定さ

れている3大 学の1つ です。大学は、人口300万 人の南京市

内でも一番賑やかな街の中心部にあります0

旭川に着いて、市内を静かに流れる石狩川や、雄大な大

雪山系を眼にした時、騒々しい南京と比べ何と爽やかなと

ころかととても印象的でした。

夏にはラペンダーの紫、ポピーの自や赤、ピー トや牧草

の緑が美しく、秋には濃緑のエゾ松や、白樺、紅葉等によっ

て織 り成される多彩な絵のようです。近くの森では小鳥が

「羽衣の滝」の神話を伝えるかのように噌 り、田畑では農作

物が整然と収穫の時を待っています。冬になると一面は白

銀の世界に変貌 します。

旭川医大はあたかも大雪山や十勝連峰の裾野に広がる

庭園のようで、構内の緑の芝生は真赤な夕焼け空のもとに

美しく照り出されます。夏の晴れた日にはリハビリ丘の散

歩を楽 しみ、冬の寒い朝には医局で熱いコーヒーを味わい

ながら、窓越しに白い雷山を眺望でき、「なんと美しい田園

都市、なんとすばらしい別荘大学でしょう」と何度も感慨

にふけったことでした。

この1年 余、豊かな自然の恵を受けながら、有意義な研

究生活を送らせて頂きました。

歴史的にみて中国伝統医学(TraditionalChinese

Medicine)と 日本の医学は切 っても切れない関係にあり

ましたが、明治以降の医学教育改革で、長い間中国医学が

遠避けられてきました。本当に寂 しいことです。しかし旭

.川 医科大学には中国医学についての豊富な知識をもたれ

ている先生が少なくなく、熱心に研究されている先生も多

くいらっしゃいます。私は麻酔学教室に着いたばかりの時、

教室に「漢日辞典」、「日中大辞典」、「中国漢方医譜辞典」、「中

英辞典」等の辞典類や、中国医学の研究に必要な書籍が多

数用意されているのにびっくりし、また一番嬉しいことで

もありました。教授の豊富な中国成語の知識に驚かされ、

温和な口調によるご懇篤なご教導に支えられて、楽しくか

つ意義深い留学生活を送っております。教室の皆さんや事

務の方々にも親切にして頂き、また熱心に手助けして頂い

たことに感謝してお ります。こうして訪日前に抱いていた

緊張や不安感は完全になくなりました。

私は約8年 前、亡き祖父の著書を翻訳して頂いた日本の

友人がいることを聞かされてから、日本への留学希望をずっ

談 勇

と持ちつづけておりました。これまで長い間、医療の実践

に当たっておりましたが、難治性柊痛をもつ多くの患者さ

んに大変悩まされ、中国におけるペインクリニックの遅れ

が一層留学の希望をつのらせたことでもありました。1990

年4月 、小川教授が訪中された折り、私達の大学で「日本に

おける柊痛治療の現状」というすばらしい講濱を聴かせて

頂いたのが縁で、夢にもみた留学が実現することになった

のです。しかし来H前 は、神経ブロックの知識は全くゼロ

の状態でありました。ここ1年 間に硬膜外、くも膜下ブロッ

クはもとより、胸部、腹腔、腰部交感神経節ブロックなどの

高度の各種神経遮断術を見学させて頂き、日常的な星状神

経ブロック、仙骨ブロックなどの手技のコツも繰り返して

教えて頂きました。そのほかに、教授は西洋医学と中国伝

統医学の両者を結合させた診かた、考えかたで有効な除痛

手段の研究を進められておられます。私の本来の専門であ

る産科婦人科の接点でも、辺縁科学(frontierscience)に

関する面で新しい発想ができ、これが私にとって何よりの

収穫でもありました。またこの1年 間に6回 も学会に参加

させて頂き、また3回 論文を発表させて頂きました。毎回

つたない発表文章を教授が睡眠不足を顧みず直して下さっ

たことや、色々な機会に人の生き方、過ごし方、趣味のもち

方、勉強の方法等、さまざまな面で教育を受け、これらは一

生忘れることができません。

仕事と研究の面から、教授は極めて厳しい先生として尊

敬されているかたわら、患者さんからは誠にもって親切な

先生 として慕われています。学生とも密に接 し、教育熱心

な上に大変温厚で人情味豊かな教授であると感銘させら

れました。医局の先生方や、秘書の人達も仕事あるいは生

活上の色々な面で大変お世話になっており、患者さんには

誠心誠意、奉仕の精神でのぞむといった崇高な考え方で接

しておられます。

早くも1年 余が過 ぎてしまいましたが、このあとは研究

面でも、人間としての自己の成長面でも、どのような進展、

展開がみられることでしょう。VISEの延長手続きのため市

役所に行く道すがら、旭川の市樹であるナナカマドの真赤

な実を眺めながら、魯迅の「希望とは、もともと有るような

無いようなものである。それは地上の道にたとえられる。

地上にはもともと道はない、歩く人が多ければ道は出来て

ゆく」という訂葉を思い出しました。開期100年 の旭川の街

路、創立18年の若々しい旭川医大の構内通用路を歩みなが

ら、残る期間はペインクリニックの研究のために懸命に歩

き続けようと考えています。新しい道が開かれるようにと

望みながら……
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平成4年 度 前期分授業料免除
及び延納 ・分納について
平成4年 度前期分授業料免除及び延納 ・分納を希望す

る者で、下記基準のいずれかに該当すると思われる者は、

教務部学生課厚生係で必要書類を受け取り下記の期間内

に申請すること。

なお、申請者については、選考の間授業料の納入を猶

予します。

また、不明な点は、同係に問い合わせ願います。

記

1.授 業料免除基準

(D経 済的理由によって授業料の納付が困難であり、

かつ、学業優秀であると認められる場合

なお、平成4年 度において原級に留置されている

者又は、最短就業年限を越えて在学している者は、

免除の対象としない(休 学の理由による者を除く。)

② 授業料納期前6月 以内(新 入生については、入学

前1年 以内)に おいて学生の学資を主として負担し

ている者(以 下 「学資負担者」という。)が 死亡し、

又は本人若しくは学資負担者が風水害等の災害を受

けたことにより、授業料の納付が著しく困難である

と認められる場合

(3)② に準ずる場合であって、学長が相当と認める事

由がある場合

2,申 請 書 類

(i)授 業料免除申請書

(2)学 資負担者が死亡した場合は死亡診断書

(3)災 害 を受けた場合は罹災証明書(市 区町村、警寮、

消防署が発行したもの。)

(4)市 区町村発行の所得証明書(給 与所得者について

は、平成3年 分の源泉徴収票を、給与所得者以外に

ついては、平成3年 分の確定申告書(一 面・二面)

等の写し(生 計を一にする家族全員分)を 、また、

学資負#u.者が死亡した場合は、死亡前の所得証明書

を併せて添付すること。)

(5)失 業者は、民生委貝又は職業安定所の証明書

{6)生 命保険金の支払いを受けた場合は、当該保険会

社の保険金支払証明書

(7)家 族の中に就学者がいる場合は、その者(申 請者

本人及び義務教育の就学者は除く。)の 在学証明書

(H)自 動車保有に関する申立書

(9)そ の他家庭事情により参考となる証明書等

3.申 請 期 間

(1)在学 生

②平成4年 度人学生

平 成4年2月17日(月)

～3月31日 ㈹

平 成4年4月1日 休)

～4月20日 ㈲

平成4年 度 日本育英四奨学生の

募集について
目本育英会は、優秀な学生で経済的理由のため就学困難

な者に学資を貸与しております。

本学では、日本育英会からの推薦依頼に基づき、出願

者の種々の条件を考慮して選考を行い、日本育英会へ推

薦します。

ただし、日本育英会では奨学金貸与の種別ごとに推薦

基準が定められており その資格があっても採用枠の関

係で推薦できない場合があります。

奨学生の募集要項を、4月 上句に公用掲示板に掲示し

ますので、貸与を希望する者は、提出期限に遅れないよ

う所定の書類を教務部学生課厚生係に提出してください。

なお、募集の時期以外に家計の急変により 学資の支

弁に困難な事情が生じた場合は、同係に相談してください。

学生教育研究災害傷害保険の

加入について
本学は、学生の正課中 ・課外活動中における災害事故

補償のために 『学生教育研究災害傷害保険』の賛助会員

大学となり下記のとお り加入受付事務等を行っています。

本保険は、学生の互助共済を基本として運営されてお

り、学生生活中のh一 の場合に備え、できるだけ全貝の

加入を勧めています。

まだ加人していない学生は、加入するようにしてくだ

さい。

記

1.受 付期間 自 平成4年4月1日 休}

至 平成4年4月30日(N

2.受 付 窓 口 教務 都 学生 課 厚 生係

3.保 険 料6年 間3,400円

5年 間2,950円

4年 聞2,450円

3年 間1,900円

2年 間1,300円

1年 間750円

4.支 払い保険金の種類と金額

区分

種類

止 課 中

学校行事中

学校施 設内の休憩中

学校施 設内外の課外

活動中(学校施設外の

課外活動については、

大学 に届 出た活動に

限 る。)

死亡 保 険 金 1,200万 円 600万 円

後遺障害保険金 54万 円 一1,800万 円 27万 円 一900万 円

医 療 保 険金
実治療 目数4日 以上

が対 象

6千 円 一一30万円

実治療H数14日 以 ヒ

が対象

3Hf9-30万 円

入院加 算金 1日 に つ き4.000円 1日 に つ き4,000円
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国民年金法の改正に伴い、大学に在学する学生で20才

以上の者は、平成3年4月1日 から国民年金の被保険者

(当然加入)と して適用を受けることになりました。

従来学生については、20才 以後在学中に障害者となっ

た場合、国民年金に加入していない限り障害基礎年金が

支給されず無年金となっていました。また、基礎年金制

度は、原則として、20才 から60才 までの40年 間加入する

ことを前提に満額の老齢基礎年金を支給することとされ

ていますが、学生は、任意加入とされていたため20才 以

上の在学期間中に、国民年金に加入していなかったもの

については、卒業後年金制度に加入しても満額の老齢基

礎年金が受けられませんでした。

このため、国民年金法が改正され、平成3年4月1日

から、20才 以上の学生も全て国民年金に当然加入するこ

とになりました。なお、国民年金への加入の手続き、保

険料の納付方法及び保険料の免除等の詳細については、

学生課厚生係又は、住民票を登録している市区町村の国

民年金担当窓口へ直接問い合わせください。

倉倉倉倉倉。§噂 倉倉や倉。§.........。》噸 噸倉 や 倉倉 や 倉倉 や 倉倉 ゆ や。》。》。》

駕

由紀子

初 も のの ス イカ

1960年 代後半、父の転勤により我家はノ】・樽から札幌に

転居した。現在の時点から日本の戦後を振り返ると、当

時は朝鮮戦争の特需などにより戦後復興の時期を脱し、

今 日の経済的繁栄へと連なる高度成長の初期という時代

だったようだ。新しい官舎は鉄筋コンクリー ト造 りでブ

ロックの塀がめ ぐらされた、その頃の庶民のレベルでは

上の方の家だったらしい。豊平川の川岸にあり、反対側

に少しいくと平岸にまだリンゴ園があったようだ。私は

病気療養中で、歩いて7、8分 ほどの病院に週2回 通院

する以外は家の窓際のベ ッドから外を見ているような毎

日だった。塀のむこうに占くさびれた感じの木造アパー

トがあり、この二階の窓からも同じように日がな一日外

を見ている老人がいた。そのまなざしは暗く押 し黙って

いて、少しこわいような印象だった。このアパー トの管

理人から母が聞いたところでは、そこは生活保護を受け

ている人用の市営アパー トで、住人はお年寄ばか りとの

ことだった。

両親はどこへ行ってもそうするように、この官舎の庭

にも花や木を植え、野菜を育てていた。若い前任者のと

きには、そこはコリー犬の運動場だったらしい。母はほ

とんど生まれついての性格 とでもいうのか、お年寄で困っ

ている人がいると、何くれとなく心尽しのお手伝いをす

るくせがあり、奥さんを亡くして一人ぽつねんと二階か

ら我家を見ているこのMさ んにも畑の収穫などをおすそ

分けしていたようだ。

ある日突然Mさ んが我家の玄関に大きなスイカを運ん

でこられた。そのスイカは初もので、家だけは官舎なの

で立派だったけど、病人を含あ3人 のスネかじりのいる

サラリーマンの家庭では、とてもその時期に得られるよ

うなものではなかった。驚いているらしい母にMさ んが

こう話されるのが聞こえてきた。「腐らせて捨ててしまう

ようなものが例えあってもわしちのような者に分けてく

れる人はいない。その気持が嬉 しくて…。これはお礼だ

から受け取って欲 しい」 というのだ。金額にすればわず

かの野菜に対して、また日頃の生活内容からすればそれ

は法外な散財だったはず。

何気ない同情心の表明に大袈裟にいえば、平等な博愛

精神とでもいうものを感じ、それに最大限の意味を与え

たMさ んの半生はどのようなものだったのだろっ。この

ような境涯にありながら、年老いてなおそのスイカのよ

うに瑞々しい感性と深い洞察力を保ち続けるMさ んによ

り、病院と学校とベッドの中だけでしか生きてなかった

私は、心の奥深 く、人間の希求するものを認識させられ

た。

今このあたりには巨大な商社 と、コンビ3タ ー付プ

ルドーザーといわれた政治家の関連会社の建てたマンショ

ンがたち並ぷ典型的な中流日本が出現 している。「乏しき

を憂えず、等しからざるを憂える」という理想が物のレ

ベルではある程度実現されてしまったように見える現在、

人間として平等に尊重され生きる自由が物以外の面へど

れだけ広げられたのだろう。よかれあしかれ物によりか

なり直接的に示されていた人間としての幸不幸が、あふ

れるような物で意図的に隠されてしまうような状況にあ

るような気がする。物によって実現されたカを得て増々

欲望実現のため日夜勤勉に動き廻る人違の傍で、彼らに

よって利用される人問ばかりでなく、動物も植物も天も

地も破壊されていくという。せめて自分は破壊者の側に

は立ちたくないと思うなら、彼らからできるだけ遠く離

れてMさ んの声を聞き続けなければならない。それは思っ

たよりもずっと難しいことのようだ。

(臨床検査医学講座 講師)
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